
 

項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

１．病 院 事 業 １．事業概要 
（１）総括事項 

令和３年度の病院事業は、町内唯一の医療機関として、入院、外来及び救急指
定病院の役割を担い救急患者の対応に努めたほか、保健・予防活動として町保健
福祉課との連携により、特定健診などの各種検診業務等を行った。 
患者の利用状況については、１日当り入院は３６．９人で前年度比０．５人（１．

４％）の増、外来は６６．３人で前年度比２．５人（３．６％）の減となった。 
 また、訪問看護事業は延べ１８２人で前年度比４６人（２０．２％）の減とな
った。 
収益勘定の医業収益では、入院が２３９，５１９千円で前年度比１５，８０４

千円（７．１％）の増、外来は１２５，５９８千円で前年度比１２，５２８千円
（９．１％）の減となった。訪問看護事業は９２２千円で前年度比１２９千円（１
２．３％）の減となった。これに、その他の医業収益７４，９９６千円を加える
と令和３年度の医業収益は４４１，０３５千円、医業外収益は３８８，６２２千
円で、病院事業収益合計では８２９，６５７千円となり前年度比で１，１８６千
円（０．１％）の減となった。 
医業費用では、給与費が５５７，４１０千円で前年度比１６，４８７千円の増、

材料費は６３，９２４千円で前年度比５，８０２千円の増、経費は１３８，１７
２千円で前年度比８，２６４千円の増となった。 
減価償却費は７８，１９２千円で１，７８２千円の増、医業費用合計では８４

２，０５１千円となり前年度比３２，９５７千円の増となった。 
医業外費用は、３２，３３１千円で前年度比１，２３３千円の減となり、病院

事業費用の合計は８７４，３８２千円で前年度比３１，７２４千円（３．８％）
の増となった。そのうち一般会計から収益的収支に対する負担金として３５０，
０００千円（５３，５９５千円減）を繰り入れたが、収支差引では４４，７２５
千円の赤字決算となり、未処理欠損金は前年度末残高９３４，７７１千円と合わ
せて９７９，４９６千円となった。 
資本勘定の収入では一般会計からの出資金６３，３０７千円、国保会計繰入金

５，５７８千円、企業債３０，９００千円を借入れし、収入全体で９９，７８５
千円となった。支出では有形固定資産購入に２０，１８１千円、病院改修費に１
８，７１０千円、企業債償還金支払いに７５，９１５千円を支出し、支出全体で
は１１４，８０６千円（前年度比３００千円減）となり、不足する額１５，０２
１千円は過年度・当年度損益勘定留保資金を充当した。 
医師体制については、４月より隅医師を招聘し、７月には竹下診療部長の招聘

により、医師５人体制となったが、８月末に諌山診療部長が退職、９月末には任
期満了に伴う隅医師の退職、翌年２月末には宮西院長の退職となり、常勤医師２
名となったため、３月中の午後診療は、外部より診療依頼している診療科を除い
ては、休診とせざるを得ない状況となった。 
また、休日等は札幌医科大学等の支援を得ながら医師の安定確保を図った。短

期医師については、整形外科診療は市山医師に、呼吸器内科及び泌尿器科診療は
帯広協会病院に、眼科診療は北海道大学に、内科は北広島病院に依頼した。 
年度末の職員数は６９人であり、その内訳は正職員４１人、会計年度任用職員

２８人である。 
こうした体制のもとで病院経営は、一般会計からの繰り入れを除く実質赤字額

は３９４，７２５千円となり、前年度比２０，６８５千円の減となった。 
今後とも地域における医療を守るために、医師の安定確保を図りながら、信頼

される医療の提供と患者サービスの向上、令和４年度に策定予定の公立病院経営
強化プランや経営改善検討委員会の議論を反映しながら経営の効率化等に努め、
更なる経費の節減と増収、増益に意を用い、経営の健全化に努めていかなければ
ならない。 
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①診療体制 
・医師体制について 
内科 ４人 

・出張医関連医局等 
眼科外来～北海道大学大学院医学研究院眼科学教室 
泌尿器科外来～帯広協会病院泌尿器科 
整形外科外来～帯広整形外科医師 
呼吸器外来～帯広協会病院呼吸器内科 
札幌医科大学呼吸器・アレルギー内科学講座、神経内科学講座、 
感染制御臨床検査医学講座 
旭川医科大学 麻酔・蘇生学講座 
社会医療法人即仁会 北広島病院 

  
②保健予防活動 

町民の保健予防活動については、保健福祉課との連携により行われた。 
日帰り人間ドック・特定健診・がん健診 
各学校・各職場健康診断 
各種予防接種 
健康相談会 
広報活動 町広報「病院だより」 

 
③経営安定対策 

病院事業の経営改善計画に基づき、院内会議を継続的に開催し、収益の向上と
経費の節減に向けた対策の検討を行った。 
また、医療事務の一部委託、清掃業務及び警備業務、公用車運転業務、調理業

務などを当年度も全面委託し経費の節減に努めた。 
 
④建設改良事業 

診療充実に向けた建設改良、有形固定資産を次のとおり整備した。 
・建物改良整備    ２件  １８，７１０，０００円 
・医療機器等整備  １２件  ２０，１８１，０００円 

（詳細は、２．資産の取得及び処分（１）資産の取得・器械備品等の取得欄に記
載のとおり） 

 
⑤収支決算 

入院収益については、患者数増などにより、１５，８０４千円増収となったが、
外来収益については、患者数減少などにより１２，５２８千円減収、その他医業
収益については、新型コロナワクチン接種事業により、国補助金が増収になった
一方、医業外収益は一般会計からの繰入額減少などにより、４１，６１７千円減
収となった。 
また、医業費用では平日の外部当直医依頼増のため、給与費が増となり、医業

費用合計では対前年度比で３２，９５７千円の増となり、４４，７２５千円の赤
字決算となった。 
当年度総収益    ８２９，６５６，７４５円 
当年度総費用    ８７４，３８２，０９０円 
当年度純損失     ４４，７２５，３４５円 
当年度未処理欠損金 ９７９，４９６，３２８円 

 
 
 
 
 
 

- 207 -



項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

⑥一般会計と国保会計からの負担金・補助金、及び企業債借入金 
収益的収支 
一般会計 ３５０，０００，０００円（前年度４０３，５９５，０００円） 

         計     ３５０，０００，０００円（前年度４０３，５９５，０００円） 
資本的収支 
一般会計   ６３，３０７，０００円（前年度 ６９，２０２，０００円） 
国保会計     ５，５７８，０００円（前年度  ８，７１２，０００円） 
国道補助金等         ０円（前年度  ５，０７３，０００円） 
企業債   ３０，９００，０００円（前年度 １５，８００，０００円） 
計      ９９，７８５，０００円（前年度 ９８，７８７，０００円） 

収益的及び資本的収支の合計 
一般会計 ４１３，３０７，０００円（前年度４７２，７９７，０００円） 
国保会計     ５，５７８，０００円（前年度  ８，７１２，０００円） 
国道補助金等         ０円（前年度  ５，０７３，０００円） 
企業債   ３０，９００，０００円（前年度 １５，８００，０００円） 
計     ４４９，７８５，０００円（前年度５０２，３８２，０００円） 

 
（２）議会の議決事項 

議会 議案 件名 議決年月日 

定例第3回 議案第16号 令和３年度病院事業会計補正予算（第１号） 令和３年９月７日 

定例第3回 認定第８号 令和２年度病院事業会計歳入歳出決算認定 令和３年９月９日 

定例第3回 
追加議案 

第17号 
備品購入契約の締結について 令和３年９月９日 

定例第1回 議案第20号 令和３年度病院事業会計補正予算（第２号） 令和４年３月４日 

 
（３）職員に関する事項                    （単位：人） 

職種別 

２年度末 

R3.3.31

現在 

３年度末 

R4.3.31 

現在 

令和３年度中の異動 

総数 

内会計

年度任

用職員 

転入 転出 

採用 異動 退職 異動 

医 師 3 2 0 

隅 

R3.4.1 

竹下 

R3.7.1 

 諌山 

R3.8.31 

隅 

R3.9.30 

宮西 

R4.2.28 

守屋 

R4.3.31 

 

薬 剤 師 1 1 0     

臨床検査技師 2 2 1     

放射線技師 2 2 1     

理学療法士 1 1 0     

臨床工学技士 2 2 0     

看 護 師 28 31 7 

稲本・菱沼 

R3.4.1 

佐々木(直) 

 

 

森戸 

R4.3.31 

佐々木（直） 
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R3.4.2 

佐藤(真) 

R3.10.1 

森本 

R3.11.29 

R4.3.31 

森本 

R4.3.31 

准 看 護 師 7 10 7 

前道 

R3.4.9 

本村 

R3.4.12 

藤澤・石田 

R3.5.10 

 前道 

R4.3.31 

 

看護補助員 10 10 10     

栄 養 士 2 2 0     

薬 剤 助 手 1 1 1     

理 療 助 手 0 0 0     

事 務 員 5 5 1 
 増田 

R3.4.1 

  

計 64 69 28     

※令和３年度転出者の内、令和４年３月３１日付け退職者は、令和３年度末総数に含
める。 

※清掃員４人、警備員１人、医療事務員５人、雑役業務１人、給食調理員３人、計１
４人は民間委託。 

 
２．資産の取得及び処分 
（１）資産の取得・器械備品等の取得              （単位：円） 

品   名 供用年月日 取得金額 

国民健康保険病院設備改修工事（冷房） R3. 7.30 10,560,000 

総合福祉施設設備改修工事（電話） R3.12.27 8,150,000 

全自動遺伝子解析装置 R3. 4.23 350,000 

個人用多用途透析装置 R3. 5.20 4,500,000 

解析付心電計 R3. 7.13 1,948,000 

回診用Ｘ線装置 R3. 7.26 2,900,000 

尿化学分析装置 R3. 8.17 1,695,000 

ポータブルスリットランプ R3. 9.15 400,000 

バイオメディカルフリーザー R3. 9.29 171,000 

はかり付きストレッチャー R3.10. 8 520,000 

介護浴槽 R3.10.27 7,000,000 

ノートパソコン R3.11. 9 238,000 

シュレッダー R4. 1.31 327,000 

電子天秤 R4. 3. 9 132,000 

合  計  38,891,000 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 209 -



項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

（２）資産の処分                       （単位：円） 

品  名 供用年月日 取得金額 

ファイバー洗浄機 S59.10.31 1,400,000 

超音波診断装置 S61.11.19 7,500,000 

電子レンジ H 4.12.18 30,694 

物品在庫管理システム一式 H13. 2. 7 3,564,750 

増設磁気ディスク H12.12. 8 4,462,500 

シュレッダー H13. 1.13 299,250 

手持ちスリットランプ H13. 2.23 517,650 

薬品保冷庫 H13. 2.26 127,900 

解析付心電計 H13. 2.26 2,022,794 

浴用担架 H13. 2.26 798,000 

浴用担架 H13. 2.26 861,000 

分離型車椅子入浴装置 H13. 2.26 6,825,000 

移動型Ｘ線装置 H18. 2. 9 2,070,000 

個人用透析装置 H21. 5.22 4,300,000 

個人用多用途透析装置 H22. 5.28 5,400,000 

医用画像情報システム H22. 5.28 19,600,000 

合  計  59,779,538 

 
３．業務 
（１）患者延べ人数及び１日平均患者数         （ ）前年度 （単位：人） 

 入院 外来 

延べ人数 診療日数 1日平均 延べ人数 診療日数 1日平均 

内科 
(13,299) 
13,460  

 
 
 
 
 
 

(365) 
365  

(36.4) 
36.9  

(15,126) 
14,480  

(243) 
242  

(62.2) 
59.8  

外科 
(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

眼科 
(0) 
0  

(0) 
0  

(719) 
679  

(49) 
50  

(14.7) 
13.6  

整形外科 
(0) 
0  

(0) 
0  

(543) 
498  

(15) 
12  

(36.2) 
41.5  

泌尿器科 
(0) 
0  

(0) 
0  

(334) 
396  

(12) 
12  

(27.8) 
33.0  

小児科 
(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

(0) 
0  

合計 
(13,299) 
13,460  

(365) 
365  

(36.4) 
36.9  

(16,722) 
16,053  

(243) 
242  

(68.8) 
66.3  

※ 外来患者数の内、時間外診療３５０人（内、救急車搬入３２件） 
※ 外来診療、合計診療日数は開院日数 
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（２）集団検診等の状況                       （ ）前年度 （単位：日／人） 

 
特 定 

健診等 

学校保育所 

関係検診 

教 職 員

検 診

人 間 

ドック 

結 核 

検 診 

職 場 

検 診 
その他 計 

日数 
(23) 

33  

(30) 

29  

(12) 

 13  

(26) 

26  

(0) 

  0  

(84) 

80  

- 

- 

(延 175日) 

延 181日  

実施 

人数 

(52) 

73  

(1,118) 

1,019  

(63) 

71  

(52) 

60  

(0) 

0  

(724) 

736 

(141) 

138  

(2,150) 

2,097  

 
（３）訪問診療の実績                    （単位：件／人） 

年度別 
対象実人員 訪問診療延件数 

備   考 
男性 女性 計 男性 女性 計 

３年度 1 6 7 1 42 43  

２年度 0 6 6 0 31 31  

元年度 0 3 3 0 26 26  

30年度 2 2 4 8 24 32  

29年度 1 3 4 6 26 32  

28年度 3 2 5 21 22 43  

 
（４）訪問看護の実績                    （単位：件／人） 

年度別 
対象実人員 訪問看護延件数 

備   考 
男性 女性 計 男性 女性 計 

３年度 0 5 5 0 182 182  

２年度 4 5 9 30 198 228  

元年度 7 3 10 135 92 227  

 
（５）事業収益に関する事項                                  （単位：千円） 

区分 令和３年度 令和２年度 比較増減 

医業収益 441,035 400,604 40,431 

入院収益 239,519 223,715 15,804 

外来収益 125,598 138,126 △ 12,528 

訪問看護収益 922 1,051 △ 129 

その他医業収益 74,996 37,712 37,284 

医業外収益 388,622 430,239 △ 41,617 

受取利息配当金 1 5 △ 4 

他会計負担金 350,000 403,595 △ 53,595 

患者外給食収益 225 241 △ 16 

長期前受金戻入 23,823 21,873 1,950 

その他医業外収益 2,320 2,348 △ 28 

国・道補助金交付金 12,253 2,177 10,076 

収益合計 829,657 830,843 △ 1,186 
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（６）事業費用に関する事項                                   （単位：千円） 

区分 令和３年度 令和２年度 比較増減 

医業費用 842,051 809,094 32,957 

給与費 557,410 540,923 16,487 

材料費 63,924 58,122 5,802 

経 費 138,172 129,908 8,264 

減価償却費 78,192 76,410 1,782 

資産減耗費 2,989 2,998 △ 9 

研究研修費 1,364 733 631 

医業外費用 32,331 33,564 △ 1,233 

支払利息 10,007 10,998 △ 991 

患者外給食材料費 219 196 23 

雑損失 22,105 22,370 △ 265 

特別損失 0 0 0 

費用合計 874,382 842,658 31,724 

収支差引 △44,725 △11,815 △ 32,910 

 
４．会計 

企業債及び一時借入金の概要 
（１）企業債 

前年度末未償還残高    ８０５，５４７，５６４円 
本年度企業債発行額     ３０，９００，０００円 
本年度償還金額       ７５，９１５，０７９円 
本年度末未償還残高    ７６０，５３２，４８５円 

（２）一時借入金 
本年度は、一般会計から一時借入を行う事無く、事業運営をすることが出来

た。 
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